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どう関われば
いいの？

どうやったら
育まれるの？

未来に向かう力
ってなに？

人と関わる力

目標に向かってがんばる力

大阪府教育委員会

気持ちをコントロールする力1.子どもの未来に向かう力を育むには、
「〇〇〇〇〇の関わり」が大切です。

2.がまんする力のこと
3.「未来に向かう力」は、「〇〇〇〇
〇〇〇〇〇」（※漢字だと５文字）
とも呼ばれます。
4.子どもが泣いてしまったなら、困っ
ているサイン。「痛かったね」
「もう〇〇〇〇〇〇だよ」と、
子どもの側に行って、語りかけま
しょう。
6.自尊心、自信、ルールを守るなど
「気持ちを〇〇〇〇〇〇する力」

5. 粘り強さのこと
7. 子どもの不安をいつでも受け止める、安心できる大人のこと
8. けんかした時は、まず、「どんなことがあったの？」などをじっくり聞いてください。
そのうえで、「これはよくないよ」「こうすれば〇〇〇〇？」などを伝えます。

9. いざという時は、子どもにしっかり寄りそい、〝〇〇〇の燃料″を補給してあげましょう！
10.積極性や、何かをやってみようとする気持ちのこと
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何が入るかな？

タテのヒント

ヨコのヒント
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★未来に向かう力（非認知能力）ってなに？

～子どもの将来にとって大切な、こんな力です～

★どうやったら育まれるの？

興味をもって遊び始めても、途中でうまくいかないこともあります。
そんな時、信頼する大人に見守られていたり、必要に応じて助けてもらえたりすると、
あきらめずにやり遂げようとします。

うまくいかない時などに、はげまされたり、助けを求めて、こたえてもらったりすること
で忍耐力(粘り強さ)が育まれます。

人と関わる力

・人の気持ちを感じる力
・共感
・思いやり など

目標に向かって
がんばる力

・忍耐力（粘り強さ）
・自制心（がまんする力）
・意欲 など

気持ちを
コントロールする力

・自尊心
・自信
・ルールを守る など

～こんな日常の関わりが子どもの力につながっています～

クロスワードの答え：ココロノヨリドコロ

大丈夫？
応援して
いるよ！

うまくいかない時

楽しんでいる時

子どもが楽しく活動し
ている時は、そっと
見守ることが大切。

いざという時は、子どもにしっかり寄りそい、
心の燃料を補給してあげましょう！

～大阪府教育委員会作成リーフレット
「乳幼児期に育みたい！未来に向かう力」をごらんください！～

★どう関わればいいの？もっと知りたいときは？

子どもがやりたいお手伝いを認め、
感謝を伝える

幼児期（３～５歳ごろ）の大切なことって？

いろいろなことにチャレンジしたり、認め
てもらったり、失敗しても受けとめてもらえ
たりする経験の積み重ねで、目標に向かって
がんばる力や、気持ちをコントロールする力
が育まれます。

（終わったら）
きれいになったね
とってもうれしいよ

お掃除して
あげる！

ありがとう
お願いするね

赤ちゃんが泣いている時

乳幼児期（０～２歳ごろ）の大切なことって？

子どもの思いをくみとろうとしながら関わる
ことで、意欲や自信、気持ちを感じる力など
「未来に向かう力」の芽が育まれます。

乳幼児期（0～2歳ごろ）、幼児期（3～5歳ごろ）での関わり方など、
イラストを使用して紹介しています!

左の二次元コード
から、リーフレットを
ダウンロードして見る
ことができるで！


